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福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
県
Ｐ
）
は
９
月
６
日
、
松
尾
和
昭
会
長
ら
５
人
が
福
岡
県
教

育
庁
を
訪
れ
、「
令
和
３
年
度
小
・
中
学
生
の
青
少
年
健
全
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
振
興

等
に
関
す
る
陳
情
書
」
を
中
嶋
健
一
社
会
教
育
課
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
第
５
波
が
続
い
て
い
る
中
、
松
尾
会
長
は
「
私
た
ち
大
人
が
子
ど
も
た
ち
を
ど

う
支
え
て
い
く
の
か
、
考
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
考
え
進
み

た
い
」
と
強
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

陳
情
書
は
①
児
童
生
徒
の
命

と
健
康
を
守
る
安
全
対
策
②
教

育
の
充
実
を
図
る
教
職
員
配
置

③
教
育
環
境
の
整
備
④
生
徒
指

導
の
充
実
⑤
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
振

興
⑥
そ
の
他
―
の
６
項
目
。
古

泉
慎
也
総
務
委
員
長
は
、
通
学

路
周
辺
の
安
全
対
策
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
安
全
対

策
の
推
進
、「
増
加
傾
向
に
あ

る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差

別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
対

策
」
も
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

中
嶋
社
会
教
育
課
長
は
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
は
学
校
、

地
域
社
会
を
つ

な
ぐ
要
と
し
て

活
動
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
」

と
述
べ
、
コ
ロ

ナ
対
応
に
つ
い

て
は
「
情
報
交

換
を
し
っ
か
り

し
、
協
力
し
な

が
ら
進
め
て
い

き
た
い
」
と
抱

負
。
関
係
部
署

に
陳
情
内
容
を

伝
え
回
答
す
る

こ
と
を
約
束
し

ま
し
た
。

　

手
交
式
後
は

コ
ロ
ナ
下
の
学
校
現
場
に
つ
い

て
自
由
に
意
見
交
換
。
修
学
旅

行
や
運
動
会
の
開
催
な
ど
に
難

し
い
対
応
が
続
い
て
い
る
課
題

に
つ
い
て
「
子
ど
も
た
ち
の
思

い
入
れ
が
あ
る
半
面
、
代
替
案

も
難
し
く
、
先
生
た
ち
は
悩
ん

で
い
る
」「
答
え
が
な
い
か
ら

難
し
い
。
現
場
で
、
や
れ
る
こ

と
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」

「
急
速
に
Ｉ
Ｔ
授
業
が
進
ん
で

い
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

て
、
勉
強
に
興
味
を
持
っ
た
子

も
い
る
」
な
ど
の
声
も
出
て
い

ま
し
た
。

　

松
尾
会
長
は
「
例
年
行
わ
れ

る
陳
情
書
提
出
は
、
今
の
時
代

に
必
要
な
内
容
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

と
し
て
も
継
続
的
に
要
望
す
る

内
容
の
必
要
性
も
伝
え
、
保
護

者
、
先
生
た
ち
と
一
つ
に
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

三行詩コンクール 入賞・入選作　決まりました

県
に
陳
情
書
提
出

コ
ロ
ナ
下
、子
ど
も
た
ち
を

保
護
者
、先
生
と
支
え
ま
す

陳
情
書
を
手
渡
す
松
尾
会
長（
右
か
ら
２
人
目
）ら

県
Ｐ
の
皆
さ
ん

小
学
生
の
部
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

テ
レ
ビ
よ
り

ゲ
ー
ム
よ
り

ネ
ッ
ト
よ
り

大
切
な
の
は

ぼ
く
の
リ
ア
ル

石
川
　
耕
多
／
太
宰
府
市
立
太
宰
府
小
４
年

一
人
で
食
べ
る
と

さ
み
し
い
ご
飯

二
人
で
食
べ
る
と

お
い
し
い
ご
飯

　

家
ぞ
く
と
食
べ
る
と

楽
し
い
ご
飯

月
足
　
穂
乃
花
／
八
女
市
立
立
花
小
６
年

た
く
さ
ん
の
人
々
を

苦
し
ま
せ
る
ウ
イ
ル
ス
が

手
あ
ら
い
と

命
の
大
切
さ
を
、

教
え
て
く
れ
た
。

伊
藤
　
笑
琉
／
糸
島
市
立
南
風
小
４
年

碇
山
　
　
蒼
／
糸
島
市
立
南
風
小
５
年

牛
嶋
　
太
一
／
八
女
市
立
立
花
小
６
年

浦
田
　
大
雅
／
太
宰
府
市
立
水
城
西
小
６
年

櫻
木
　
友
真
／
朝
倉
市
立
朝
倉
東
小
５
年

木
下
　
天
華
／
春
日
市
立
春
日
東
小
１
年

冨
永
ひ
よ
り
／
春
日
市
立
春
日
東
小
４
年

マ
ス
ク
を
し
て
て
も

　

笑
顔
満
点
な

　

ご
あ
い
さ
つ

堤
　
月
菜
／
筑
前
町
立
東
小
田
小
５
年

つ
ら
い
と
き

か
ぞ
く
に
は
な
し
て

な
や
み
な
し

猪
口
　
仁
／
八
女
市
立
立
花
小
１
年

中
学
生
の
部

い
つ
か
ら
か

　

素
直
に
言
え
な
い

　

感
謝
の
言
葉

　

心
の
中
で
は
、毎
日
思
う

あ
り
が
と
う

山
口
　
結
愛
／
八
女
市
立
南
中
３
年

「
い
つ
か
や
る
！
」

そ
ん
な
い
つ
か
は

　

や
っ
て
こ
な
い

中
村
　
虎
太
郎
／
八
女
市
立
南
中
３
年

な
に
げ
な
い
毎
日
を

　

た
い
せ
つ
に

　

生
き
て
い
く

平
田
　
葉
空
／
八
女
市
立
南
中
１
年

川
田
　
颯
太
／
八
女
市
立
南
中
３
年

河
野
　
彦
惺
／
八
女
市
立
南
中
３
年

瀬
戸
　
大
陽
／
八
女
市
立
南
中
３
年

信
國
　
光
稀
／
八
女
市
立
南
中
１
年

牛
島
　
優
那
／
八
女
市
立
南
中
１
年

平
島
　
琉
花
／
八
女
市
立
南
中
１
年

普
通
に
ご
飯
を
食
べ
、

普
通
に
学
校
に
行
っ
て
、

普
通
に
勉
強
を
し
て

普
通
に
眠
る
。

地
球
の
ど
こ
か
に

住
ん
で
い
る
子
供
は
、

こ
れ
が
普
通
で
は
な
い
。

鬼
木
　
ル
ル
／
八
女
市
立
南
中
１
年

我
が
家
で
は

た
め
い
き
つ
い
た
ら

「
吸
わ
ん
ね
」

と
言
わ
れ
る

大
き
く
吸
っ
て

明
る
い
方
へ

井
上
　
暖
菜
／
八
女
市
立
南
中
１
年

一
般
の
部

「
い
っ
て
ら
し
ゃ
い
」

は
心
配
ま
じ
り

「
お
か
え
り
」

は
安
心
で
い
っ
ぱ
い

い
つ
も
元
気
な

「
た
だ
い
ま
」を
待
つ

城
戸
　
久
美
子
／
春
日
市
立
春
日
東
小
保
護
者

「
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
」

あ
な
た
の
〝
ち
ょ
っ
と
〞
は

１
時
間
？

川
原
　
睦
美
／
太
宰
府
市
立
水
城
小
保
護
者

ダ
メ
・
や
め
な
さ
い
・

ご
め
ん
な
さ
い

よ
り
、い
っ
ぱ
い
言
い
た
い

大
丈
夫
・
い
い
ん
だ
よ
・

あ
り
が
と
う

橋
村
　
真
梨
子
／
八
女
市
立
南
中
保
護
者

　※

令
和
４
年
度
の
応

募
要
項
は
、
４
月
に
発
表

の
予
定
。三
行
詩
と
は
、

三
行
程
度
の
短
文
と

な
っ
て
い
ま
す
。た
く
さ

ん
の
応
募
を
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

親
の
心
は

子
の
笑
顔
が
全
て
。

子
の
笑
顔
は

日
々
の
楽
し
さ
。

そ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

関
係
な
い
と
改
め
て
思
う
。

松
島
　
千
恵
／
太
宰
府
市
立
水
城
西
小
保
護
者

も
う
少
し

も
う
少
し

我
慢
の
日
々
を
懐
か
し
む

み
ん
な
の
笑
顔
が

そ
の
先
に

麻
生
　
真
由
美
／
春
日
市
立
春
日
小
保
護
者

入
選

入
選

　日本ＰＴＡ全国協議会（日Ｐ）が募集していた令和３年度の
三行詩コンクール（後援・文部科学省、厚生労働省）の福岡県
ＰＴＡ連合会（県Ｐ）関係分の入賞・入選作品が決まりました。

　県Ｐ内の応募は３部門計６７８作品。優秀賞の 15 作品は日
Ｐに推薦されました。優秀賞には賞状と副賞（図書券）、入選
者には賞状が贈られました。入賞・入選者は次の通りです。
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筑紫野市立天拝中ＰＴＡ
小郡市立宝城中保護者教師会
みやま市立山川中父母教師会
遠賀町立島門小ＰＴＡ
福智町立赤池中父母教師会
行橋市立仲津中ＰＴＡ

団体

日本ＰＴＡ九州ブロック
研究大会北九州大会で

表彰された皆さん
（県Ｐ関係・敬称略）

天野　亮（筑紫野市立天拝中ＰＴＡ）
山田道夫（小郡市立宝城中保護者教師会）
元根圭介（久留米市立浮島小父母教師会）
後藤正和（みやま市立山川中父母教師会）
下田章人（中間市立底井野小ＰＴＡ）
中村雄司（福智町立赤池中父母教師会）
塩川辰郎（飯塚市立穂波東小ＰＴＡ）

個人

　

広
川
町
は
人
口
２
万
人
ほ
ど
の
自
然
豊
か
な
町

で
す
。
町
の
一
番
東
側
に
位
置
す
る
上
広
川
小
学

校
に
は
、
約
２
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
元

気
に
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

上
広
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
少
し
で
も
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
し
た

活
動
を
学
校
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

始
ま
り
は
、
近
年
の
情
報
機
器
の
発
達
に
伴
っ
て

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
案
じ
た
保

護
者
か
ら
の
声
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
実
態
を
把

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
情
報
機
器

と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を
保
護
者
と
子
ど
も
が

一
緒
に
学
ぶ
講
演
会
の
開
催
、
親
子
で
の
ル
ー
ル

作
り
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
も
確
実
に
継
続

で
き
た
の
が
「
う
ち
ど
く
」
の
取
り
組
み
で
す
＝

写
真
。
子
供
の
読
書
離
れ
を
食
い
止
め
た
い
と
い

う
学
校
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
意
味
も
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
感
染
状
況
は
厳
し
い
中
に
あ
り
ま
す

が
、
親
子
で
本
を
介
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
を
少
し
で
も
増
や
す
こ
と
は
、
不
安
な
心

を
癒
や
し
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
活
動
の
灯
火

を
絶
や
す
こ
と
な
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
同
努
め
て
い
き
ま

す
。�

（
上
広
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

橋
村　

幸
子
）

「うちどく」学び、豊かな心育む
● 広川町立上広川小

　

平
野
中
学
校
は
、シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
１
位
に
選
ば
れ
た
大
野
城
市
の
南
部
に
位
置
し
、

毎
年
３
つ
の
小
学
校
か
ら
３
０
０
人
前
後
の
生
徒

が
入
学
し
て
く
る
９
６
２
人
の
大
規
模
校
で
す
。

　

全
校
生
徒
が
集
ま
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
「
話
そ
う
、
関
わ
ろ
う
、
繋
が
ろ
う
」

を
合
言
葉
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
委
員
会
が
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
の
影
響
で
昨
年
度
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
の
学
校
行
事
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
中
止
と
い

う
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中

で
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
行
事
は
、
毎
年
11
月
の

土
曜
参
観
の
後
に
行
わ
れ
る
「
友
愛
セ
ー
ル
」
で

す
。
友
愛
セ
ー
ル
で
は
、
部
活
動
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
物
品
バ
ザ
ー
、
食
バ
ザ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
の
保
護
者
会
単
位
で
出
品
さ
れ
て
い
て
、

餅
つ
き
＝
写
真
＝
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
焼
き
そ

ば
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
鳥
の
炭
火
焼
き
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
地
域
の
方
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
次
年
度
の
新
入
生
を
対
象
と
し
た
、
制
服
リ

サ
イ
ク
ル
販
売
も
行
わ
れ
て
お
り
、
大
い
に
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
す
。

　

今
年
度
も
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
メ
ン
バ
ー
で
今
で
き
る
こ
と
を
で
き

る
範
囲
の
ス
タ
ン
ス
で
進
め
て
い
き
、
生
徒
た
ち

の
学
校
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。�（
平
野
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

黒
上　

勝
史
）

話そう・関わろう・繋がろう
● 大野城市立平野中

　

良
山
中
学
校
で
は
、
創
立
70
周
年
を
迎
え
た

２
０
１
７
年
か
ら
、
校
区
内
の
自
治
会
を
始
め
、

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
が
参
加
す
る
「
良
山
中
校

区
人
権
の
つ
ど
い
」
を
毎
年
、
中
学
校
を
会
場
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

３
つ
の
部
門
に
各
関
係
団
体
か
ら
参
加
い
た
だ

き
、
役
割
分
担
や
進
め
方
な
ど
会
議
を
重
ね
、
協

力
し
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
の
体
育
館
で
は
、
高
校
生
と
大

学
生
が
司
会
を
務
め
、
幼
稚
園
や
保
育
園
の
歌
や

ダ
ン
ス
の
発
表
か
ら
始
ま
り
、
小
・
中
・
高
校
生

は
そ
れ
ぞ
れ
人
権
学
習
の
発
表
や
演
劇
や
演
奏
・

朗
読
な
ど
毎
年
、
ど
の
学
校
も
趣
向
を
凝
ら
し
た

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

合
同
の
合
唱
団
を
結
成
し
、
参
加
し
て
い
ま
す
＝

写
真
。

　

展
示
部
門
で
は
人
権
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

展
示
、
体
験
部
門
で
は
車
い
す
や
妊
婦
、
視
界
の

悪
い
ゴ
ー
グ
ル
を
着
け
て
の
白
杖
体
験
な
ど
、
大

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
を

見
送
り
ま
し
た
。
今
年
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
開
催
で
き
る
か
心
配
で
す
が
、
今
後
も
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
開
催
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
良
山
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

野
村　

賢
太
郎
）

地域と取り組む人権学習
● 久留米市立良山中

南筑後

北筑後

福　岡

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
に
参
加
し
て

With コロナ時代の
研修会の一つの形示す

　

８
月
21
日
、
２
年
ぶ
り
の
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
日
Ｐ
）
の
研
究
大

会
と
な
る
北
九
州
大
会
が
、「
じ

り
つ
、
創
造
、
尊
重
、
調
和
、

そ
し
て
成
長
～
ひ
ら
こ
う
未
来

の
と
び
ら
・
や
っ
ぱ
Ｐ
Ｔ
Ａ
っ

ち
ゃ
～
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大

会
（
日
Ｐ
大
会
）・
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
研
究
大
会
（
九
Ｐ
大
会
）
と

し
て
は
初
め
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
の
九
Ｐ
大
会
と
日
Ｐ
大

会
全
体
会
で
は
、
例
年
通
り

の
式
次
第
な
が
ら
、
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
来
賓
祝

辞
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
次

年
度
開
催
地（
日
Ｐ
は
山
形
、

九
Ｐ
は
沖
縄
）の
ア
ピ
ー
ル
、

登
壇
時
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
表
彰
者

の
顔
写
真
入
り
ス
ラ
イ
ド
な

ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
意

識
し
た
工
夫
が
随
所
に
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
総
合
司

え
な
が
ら
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。「
教
育
と
は
？
」
の
質

問
に
対
し
て
、
齋
藤
眞
人
先
生

の
「〝
よ
か
よ
か
〟
と
認
め
る

こ
と
」、つ
る
の
剛
士
氏
の
「
共

に
育
っ
て
い
く
こ
と
」、
工
藤

勇
一
・
木
村
泰
子
先
生
の
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
＝
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
学
び
を
保
証
す
る
こ
と
が

学
校
教
育
」
な
ど
の
言
葉
が
心

に
残
り
ま
し
た
。

　

非
常
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

会
に
テ
レ
ビ

界
で
著
名
な

西
田
二
郎
氏

の
仕
切
り
の

下
、
２
つ
の

ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
３

つ
の
事
前

テ
ー
マ
会
の

Ｖ
Ｔ
Ｒ
映

像
、
オ
ン
サ

イ
ト
６
名
＋

オ
ン
ラ
イ
ン

１
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
を
交

テ
ン
ポ
の
良
い
進
行
、
切
れ
の

あ
る
ト
ー
ク
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
駆
使

し
て
、
休
憩
な
し
の
２
時
間
半

を
全
く
飽
き
さ
せ
な
い
内
容

で
、
ま
る
で
テ
レ
ビ
番
組
の
収

録
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
会

場
で
し
た
。

　

全
体
と
し
て
は
教
育
の
話
が

中
心
で
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
先
生
と

子
ど
も
た
ち
を
つ
な
ぐ
卵
（
つ

な
ぎ
の
意
）」
と
い
う
言
葉
や
、

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
当
事
者
と
し
て
教

育
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
」
と
い

う
話
も
出
ま
し
た
が
、「
今
日

聞
い
た
の
は
目
標
・
理
想
な
の

で
、
明
日
か
ら
ど
う
や
っ
て
具

体
的
に
実
現
し
て
い
く
か
」
を

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
準
備
段
階

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
紆う

余よ

曲
折
・

葛
藤
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の

研
修
会
の
一
つ
の
形
を
示
し
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

副
会
長　

廣
瀬　

啓
）

オンライン開催を意識した工夫が随所にみられた会場
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飯
塚
市
立
大だ

い

分ぶ

小
学
校
は
、
豊
か
な
自
然
と
さ

ま
ざ
ま
な
史
跡
に
恵
ま
れ
、
近
年
は
Ｊ
Ｒ
筑
前
大

分
駅
の
電
車
本
数
増
加
や
八
木
山
バ
イ
パ
ス
の
整

備
で
、
福
岡
都
市
圏
に
も
便
利
な
場
所
に
あ
る
学

校
で
す
。

　

大
分
小
学
校
で
は
、
例
年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し

て
「
校
区
合
同
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
や
「
教
育

講
演
会
」「
廃
品
回
収
」
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
ろ

う
」
と
、
保
護
者
と
地
域
の
見
守
り
隊
の
方
々
が

校
長
先
生
と
一
緒
に
正
門
や
校
区
の
危
険
個
所
に

立
ち
、登
校
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る「
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
＝
写
真
。

　

毎
日
、
登
校
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
か
ら
、

「
前
に
比
べ
て
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う

に
な
っ
た
ね
」「
○
○
さ
ん
は
止
ま
っ
て
く
れ
た

車
に
ち
ゃ
ん
と
頭
を
下
げ
て
い
た
よ
」
と
気
に
な

る
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
教
え
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
な
が
ら
、
保
護
者
・
学
校
・
地
域
で
連

携
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
大
分
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

鈴
木　

力
和
）

　

唐
原
小
学
校
は
、
全
校
児
童
62
人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
は
、
45
世
帯
の
学
校
で
す
。
こ
れ
ま
で
運
動
会

で
は
、
子
ど
も
と
地
域
が
共
に
楽
し
め
る
種
目
を

考
え
た
り
、
相
撲
大
会
で
は
、
ま
わ
し
締
め
や
審

判
を
手
伝
い
、
子
ど
も
た
ち
の
白
熱
す
る
取
り
組

み
を
応
援
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

各
学
年
の
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
は
、
保
護
者
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が

中
止
や
縮
小
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
を

十
分
に
行
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
保
健
安
全
委
員
会
が
中
心
に
行
う
交
通

安
全
教
室
＝
写
真
＝
で
は
、
運
動
場
に
模
擬
道
路

を
つ
く
り
、
自
転
車
を
準
備
し
、
子
ど
も
た
ち
が

実
際
に
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
分
担
し
て
コ
ー
ス
に
立
ち
、
日
差

し
が
強
く
暑
い
日
で
し
た
が
横
断
歩
道
で
、
し
っ

か
り
右
左
右
と
安
全
を
確
か
め
る
姿
や
交
差
点
を

慎
重
に
自
転
車
で
渡
る
姿
を
見
る
と
改
め
て
安
全

へ
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
学
習
後
、
子
ど
も
た

ち
の
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
素
直
な

声
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
除
草
作
業
や
広
報
紙
「
し
ん
じ
ゅ
」

の
発
行
や
教
育
講
演
会
な
ど
今
後
も
地
域
・
保
護

者
・
学
校
が
つ
な
が
り
協
力
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
唐
原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

奥　

清
香
）

今日も元気に「あいさつ運動！」
● 飯塚市立大分小

　

鞍
手
中
学
校
は
、
２
つ
の
中
学
校
が
統
合
し
、

開
校
７
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
学
校
の
周
り
を

田
畑
や
果
樹
園
に
囲
ま
れ
、
自
然
が
と
て
も
豊
か

で
す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
従
来
通
り
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

鞍
手
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
、「
学
習
委
員
会
」「
安
全

委
員
会
」「
広
報
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。
学
習

委
員
会
は
教
育
講
演
会
や
文
化
祭
で
の
実
用
品
バ

ザ
ー
の
企
画
を
、
安
全
委
員
会
は
校
区
の
危
険
個

所
の
点
検
や
見
回
り
を
、
広
報
委
員
会
は
学
期
ご

と
に
広
報
紙
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
学
習
委
員
会
で
は
、
婦
人
科
・
女
性

内
科
医
、
助
産
師
の
方
２
人
を
招
き
、
性
教
育
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
＝
写
真
。
思

春
期
の
特
性
や
男
女
の
特
性
、
生
命
の
尊
さ
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来
年
度

は
保
護
者
の
方
々
も
交
え
て
、
学
習
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

感
染
症
拡
大
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
で
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
各
家

庭
が
先
生
方
や
地
域
と
協
力
し
、「
令
和
」
を
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
「
く
ら
て
っ
子
」
を
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
鞍
手
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

山
科　

剛
司
）

医師ら招き「いのちの授業」
● 鞍手町立鞍手中

地域と共に交通安全教室
● 上毛町立唐原小

筑　豊

北九州

京　築

いじめ防止
標語コンテストに応募を

いじめの防止・根絶を呼びかける
もの
①文字数に規定はなし
②児童・生徒１名につき１作品。

応募内容

全国の小学校・中学校に在籍す
る児童・生徒。

応募対象

文部科学大臣賞＝小学校の部、
中学校の部各１名。ほかに、全国
賞（小学校の部、中学校の部に福
岡県内から各１名）、優秀賞、ＰＴ
Ａ推薦賞。

表彰

作品は担任の先生に提出し、各
学校は、その中から１学級当たり
２割程度を選び、応募一覧表とと
もに県Ｐ事務局へ送付。

応募方法

令和４年１月１４日（金）、〒８１２－００４６福岡
市博多区吉塚本町１３－５０、福岡県吉塚合同庁
舎５階、福岡県ＰＴＡ連合会事務局必着。

応募先・締め切り

教育ジャーナリスト、漫画家らの
予定。

審査員

　福岡県ＰＴＡ連合会（県Ｐ）など共催の令和３年度の「いじめ
防止標語コンテスト」の募集要項が決まりました。
　①「いじめ」を自分たちの問題としてとらえている
　②「いじめ防止」に対して強いメッセージが感じられる作品
　　―などが選考基準になっています。

自分たちの問題として

【問い合わせ：福岡県ＰＴＡ連合会事務局　☎０９２－６４３－７７６６】
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９
月
初
旬
、
ほ
ん
の
少
し
秋
の
気
配
を
感

じ
る
晴
れ
た
日
に
リ
ン
ゴ
狩
り
に
行
き
ま
し

た
。
田
川
市
の
隣
の
川
崎
町
。
観
光
リ
ン
ゴ

園
の
リ
ン
ゴ
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
４

年
目
、
毎
年
こ
の
日
が
楽
し
み
で
す
。

　

川
崎
町
の
山
間
部
に
あ
る
手
入
れ
の
行
き

届
い
た
小
さ
な
リ
ン
ゴ
園
、
枝
が
し
な
る
ほ

ど
た
わ
わ
に
実
っ
た
赤
い
リ
ン
ゴ
。

　

幼
い
頃
、体
が
弱
か
っ
た
私（
本
当
で
す
っ

て
ば
…
）
は
寝
込
ん
で
は
リ
ン
ゴ
の
す
り
お

ろ
し
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
お
ば

あ
さ
ん
に
な
っ
た
今
で
も
、
ど
ん
な
に
体
調

が
悪
く
て
食
欲
が
な
く
て
も
リ

ン
ゴ
だ
け
は
特
別
。
リ
ン
ゴ
と

牛
乳
が
あ
れ
ば
生
き
て
い
け
る

な
ー
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。
大

好
き
な
食
べ
物
が
あ
る
と
い
う

の
は
幸
せ
で
す
。
そ
れ
が
身
体

に
良
い
も
の
な
ら
な
お
さ
ら
。

　
「
１
日
１
個
の
リ
ン
ゴ
は
医

者
い
ら
ず
」
は
イ
ギ
リ
ス
の
こ

と
わ
ざ
で
す
。
リ
ン
ゴ
は
胃
腸

に
優
し
く
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

西
洋
リ
ン
ゴ
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は

１
３
０
年
ほ
ど
前
だ
そ
う
。

　

リ
ン
ゴ
は
バ
ラ
科
の
植
物
な
の
で
香
り
も

す
て
き
で
す
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
モ
モ
、
ウ
メ
、

ビ
ワ
、
イ
チ
ゴ
、
ナ
シ
、
プ
ル
ー
ン
も
全
て

バ
ラ
科
の
果
物
で
す
。リ
ン
ゴ
の
赤
い
色（
青

や
黄
色
も
）
と
丸
く
か
わ
い
い
形
も
元
気
を

く
れ
ま
す
。
果
物
が
食
卓
に
上
る
幸
せ
な
食

生
活
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
守
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

少
し
珍
し
い
リ
ン
ゴ
の
料
理
を
１
つ
ご

紹
介
し
ま
す
ね
。

　

中
国
の
ご
婦
人
か
ら
の
伝
授
「
リ
ン
ゴ

と
ア
ボ
カ
ド
の
レ
モ
ン
シ
ュ
ガ
ー
」

　

リ
ン
ゴ
小
１
個
、

　

ア
ボ
カ
ド
１
個
、

　

砂
糖
大
さ
じ
１
、

　

レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
１

　

リ
ン
ゴ
は
よ
く
洗
っ
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

皮
を
む
い
て
芯し

ん
を
と
り
、
１
㌢
角
に
切
っ

て
ボ
ウ
ル
に
入
れ
ま
す
。
ア
ボ
カ
ド
は
タ

ネ
に
沿
っ
て
包
丁
で
切
り
目
を
入
れ
て

２
つ
に
割
っ
て
タ
ネ
を
取
り

ま
す
。
皮
も
取
り
除
き
リ
ン

ゴ
と
同
じ
大
き
さ
に
し
、
リ

ン
ゴ
の
ボ
ウ
ル
に
入
れ
ま
す
。

砂
糖
と
レ
モ
ン
汁
を
加
え
て

良
く
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。
ア

ボ
カ
ド
が
少
し
崩
れ
て
リ
ン

ゴ
に
絡
ま
る
と
さ
ら
に
、
お

い
し
い
で
す
。
ア
ボ
カ
ド
は

脂
肪
分
が
20
％
程
度
含
ま
れ

森
の
バ
タ
ー
と
呼
ば
れ
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
含
ま
れ
る
オ
レ
イ
ン

酸
が
多
い
の
も
特
徴
で
、
若
さ
を
保
つ
と

い
わ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
多
く
栄
養
的
に

も
リ
ン
ゴ
と
の
相
性
が
と
て
も
良
い
の
で

す
。
今
年
の
秋
は
リ
ン
ゴ
を
た
っ
ぷ
り
と

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

マングースの独り言

リンゴ
大好きです

　

縁
あ
っ
て
福
岡
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
の
作
成

に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
取
材
・
編
集

の
過
程
で
細
か
な
所

に
ま
で
目
を
通
し
議

論
す
る
姿
に
、
正
直

こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
新

聞
を
熟
読
し
た
こ
と

の
な
か
っ
た
自
分
を
恥
ず
か

し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
も
先
輩
方
が
同
じ
よ
う
に

思
い
を
込
め
て
作
っ
て
く
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
新
聞

に
限
ら
ず
「
光
の
当
た
り
に

く
い
場
所
で
自
分
で
は
な
い

誰
か
の
た
め
に
人
知
れ
ず
懸

命
に
動
い
て
く
れ
て
い
る
人

が
い
る
」。
そ
ん
な
こ
と
を

改
め
て
考
え
る
機
会
を
与
え

て
く
れ
る
こ
の
１
年
を
〝
コ

ロ
ナ
な
ん
か
に
負
け
ず
に
〟

全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
八
）

広報委員のひとりごと

　

福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
県

Ｐ
）
の
令
和
３
年
度
母
親
研
修

会
は
11
月
11
日
午
前
10
時
半
か

ら
春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
で
開
か
れ
ま
す
。

　

講
師
は
競
泳
の
松
田
丈
志
さ

ん
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス

ト
へ
と
導
い
た
久
世
由
美
子
さ

ん
。「
夢
を
夢
で
終
わ
ら
せ
な

い
人
生
」
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力

や
導
き
が
あ
っ
た
の
か
、
親
と

　

筑
紫
女
学
園
高
校
卒
。
旭
化

成
で
競
泳
実
業
団
選
手
と
し
て

活
躍
。
水
泳
指
導
歴
45
年
。
そ

の
中
で
も
松
田
丈
志
選
手
を
４

歳
の
こ
ろ
か
ら
約
28
年
間
指
導

し
、
４
大
会
連
続
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
３
大
会
連
続
メ
ダ
リ
ス

ト
へ
導
い
た
。
選
手
の
強
化
だ

け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ
・
返
事
・

礼
儀
・
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切

に
指
導
し
「
息
の
長
い
選
手
が

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
指
導
者

や
保
護
者
に
も
講
演
を
行
っ
て

い
る
。

　

現
在
、
延
岡
市
水
泳
協
会
副

会
長
。
同
市
の
教
育
委
員
会
教

育
委
員
、観
光
大
使
も
務
め
る
。

文
部
科
学
大
臣
賞
ほ
か
多
数
を

受
賞
。

し
て
と
て
も
興
味
深
い
内
容
で

す
。（
母
親
代
表
・
四
宮
悦
子
）

11月は「ふくおか教育月間」
　福岡県教育委員会では毎年11月
を「ふくおか教育月間」としてい
ます。
　子どもたちが変化の激しい時代
の中でたくましく生き抜く力を身
に付けるために、学校、家庭、地
域が連携・協働し、県民全体で子
どもたちを育んでいくことが求め
られています。
　学校教育と社会教育の連携を強
め、社会全体が一体となった教育
を実現するためには、県民の皆さ
ま一人一人が教育の重要性や在り
方について考えていただくことが
大切です。
　「ふくおか教育月間」が、県民
の皆さまにとって、子どもを育む
当事者としての意識をさらに高め
ていただく契機になることを願っ
ています。

　「ふくおか教育月間」のイメー
ジキャラクター「ミライル」は、
これからの社会に羽ばたく子ども
たちの「翼」をイメージした妖精
です。
　「ミライル」という名前には、
笑顔（スマイル）があふれる未来
（ミライ）に羽ばたいてほしいと
いう願いが込められています。福
岡県在住のキャラクターデザイ
ナー谷口亮さん（東京2020オリン
ピック・パラリンピック公式マス
コット製作者）にデザインしてい
ただきました。

（総務企画課）

県教委通信

講
師
紹
介

「
夢
を
夢
で
終
わ
ら
せ
な
い
人
生
」を
語
り
ま
す

クローバープラザ
（
春
日
市
） 

で

競泳の松田丈志さんを
育てた久世由美子さん

講
師

11月11日に母親研修会

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ミ
ラ
イ
ル
」

※
参
加
申
し
込
み
は
定
員
に
達
し

ま
し
た
の
で
終
了
し
ま
し
た
。


